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認 定 書

国 住 指 第 3282号
平成 27年 1月 7日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 富弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条

第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-3466(6)

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォー
ム保温板・木質系ボー ド表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。



(別添)

1.構造名
(6)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォーム保温板・木質系ボー
ド表張/せつこうボード裏張/木製軸組造外

2,寸法及び形状等 (寸法単位 imm)

3.材料構成
(1)主構成材料 (寸法単位 :mm)

つづく

項   目 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法 I

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱(荷重支持部材) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材(JAS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材(」AS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材lJAS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材
・断面寸法 :105× 105以上

・間隔 :4000以下
・密度 :0.35(± 0,04)g/cm3以 上

(別添 -1)



っづき

項   目 仕 様

外装材 [1]基材

窯業系サイディング(以下「サイディング」という。)
・規格 :」IS A 5422

・組成(質量%):
けい酸カルシウム化合物

有機質繊維

無機質繊維

有機質混和材

無機質混和材

65～ 86

1～ 13

0～ 4

14未満
27未満

ただし、有機質繊維と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例

●繊朧質原料
。有機質 :セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガラス繊瀧、ロックウール繊維等
●混和材
。有機質 !リ グニン、メチルセアレロース、披水剤等
・無機質 :パーライト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装
・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)アクリルウレタン樹脂系塗装

(2)アクリル樹脂系塗装

(3)アクリルシリコーン樹脂系塗装

(4)フ ッ素樹月旨系塗装

(5)エポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装

・塗布量 :200g/ぽ以下 (有機固形分)

[3]か さ
'ヒ

重

1.1(± 0,2)(絶乾)

141形状

(1)寸法

(2)端部形状

サイディング相互の重なりと隙間 ≒隙間重なり

厚 さ
幅 長 さ

最 小 最 大 最 刈ヽ 最 大

15～ 26 303 455 910 8640

厚 さ 重なり 隙 問
15～26 6以上 3以下

(別添-2)
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項   目 仕 様

外装材

(つづき)

(3)断面形状

※中空の形状

a

d
t

t

C

厚さt a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 t‐ (attc) t以下

ただし、厚さ18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

縦張

[61留め方

金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15～26 最小厚さ

11以 上 を

確保

11以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)         ヽ

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、 dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

構造用面材 材料 :木質系ボー ド

(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)構造用合板
・規格 :JAS
・厚さ :9以上

(2)構造用パネル

・規格 :JAS
・厚さ :9以上

(0効
・規格 :」AS
。厚さ :9以上
(4)パーティクルボー ド
・規格 :ЛSA 5908
・厚さ :9以上
(51ミ ディアムデンシティファイバーボードlMDFl
e規格 :ЛSA 5905
・厚さ :9以上
・密度 :0,7(‐ 0,07)g/cn 3以 上

つづく

(別添-3)
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項   目 仕 様

うち、いずれか一仕様

・断面寸法 :20× 65以上
(ただし、構造用面材の継ぎ目がくる場合、27× 65以D

・間隔 :500以下

[2]パネル縦枠材
材料 :(1)～ (4)の
(1)婢
(21合板
(3)集成材
(4)単板積層材

うち、いずれか一仕様

。断面寸法 :20× 65以上
・間隔 :4000以下

[31パネノ明剣昨材
材料 :(1)～ (4)の
(D製材
(2)合板
(0集成材
(41単板積層材

うち、いずれか一仕様

・断面寸法 :20× 65以上
。間隔 :4000以下

141パネル充てん用断熱材
材料 :フェノールフォーム保温板
・規格 :」ISA9511
・形状 :平板
・厚さ :25(■2)以上(ただし、柱断面寸法以下l

i筈孫貶講2(を財1箸
4♀

翠縛 仕様
(1)ポ リエステル系不繊布

の簡9是♂タレ緊紫患布        デ

③器好ガ肥想
④訪詩 〕終習」抵.まく
(5督
彎新辞薯輸諭饒垂勇お

酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

(6)な し

[5]パネル縦材・縦枠材・横枠材固定用留付材
材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼

②誹 v巧
以上×L50姓

・材質 :鋼又はステンレス鋼
上×L50 上

(別添-4)
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(2)副構成材料

項   目 仕 様

外張付加断熱材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)フ ェノールフォーム保温板
。
)勇路 :」IS A 9511             1
。形状 :平板
・厚さ :12(±2)～210(±8)

・密度 (基本オ):24(±3)～45(± O kg/m3
・面材 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様

1)ポリエステル系不織布
。使用量 :10～60g/ポ       、
2)ポツプロピレン系不織布
・使用量 :10～ 60g/ポ

3)ポ リエチレンカ日工紙

・使用量 :10～ 60g/ポ

4)はり合せアルミニウムはく

5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊艇紙、アルミニウムはく・

ガラス繊維複合鯛

6)な し

(2)なし

内装材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)せっこうボー ド

・規格 :JISA 6901 GB‐R
・厚さ:9.5以上

(2)強化せつこうボー ド

・規格 :」IS A 6901 GB‐ F
・厚さ :12.5以上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル

項   目 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)製材
(21合板
(0集成材
(つ坤反′臓帯層材

・断面寸法 :厚さ9～40、 幅 30以上(上下接合部は厚さ9～ 40、 幅 90以上と併用)
,間隔 :500以下

(寸法単位 imm)

(別添-5)
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項   目 仕 様

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様
(1)アスファル トフェル ト
・規格 :」IS A 6005
・単位面積質量の呼び :480以下
(2)透湿防水シー i、

。規格 :JIS A 6111
6厚さ :0.2以下
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
。表面アルミニウム蒸着仕上げ :1)又は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し
【耳
=V爪
そギ冗ムフ ′ ,iン

'、

++州   /■ ヽ^ rヵ _ヽス ■  ・ 、■ド坊 ユ、  たい伴η判 ↑ィ . ＼上ノ ~＼壮ノVノ ノ ″つ、 V'ソ 4し /、′・   I上↑水

(1)住 宅 用 プ ラ ス チ ッ ク 系 防 湿 フ ィ ル ム

・規格 :ЛS A 6980
。厚さ :02以下
(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :JIS Z 1702
・厚さ :0.2以下
(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :ЛS K 6781
・厚さ :0.2以下
(4)な し

下地胴縁 十

(外張付加断熱材

の厚さが 105を超

える場合設置 :

105以下は必要に

応じて設置)

材料 :(1)～ 14)の うち、いずれか一仕様

(1)餅オ
(21合板

(3)算萌期財

(4)単板積層材
・断面寸法 :15× 30以上
・間隔デ500以下

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又は(2)と (3)の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せつこうボード用目地処理材
・使用量 :100g/m以上

(3)ジョイントテープ
。材質 :ガラスファイバーテープ

・寸法 :幅 50、 厚さ0。 15～ 0.20

留付材 [1]外装材留金具
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板OIS G 3302)
(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(」IS G 3312)
(3)溶融亜鉛‐5%アルミユウム合金めつき鋼板(JIS G 3317)
(4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミユウム合金めつき鋼板σIS G 3318)
(5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板l」IS G 3321)
(6)塗装溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板l」IS G 3322)
(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(」IS K 6744)
(8)熱間圧延ステンレス鋼板(」IS G 4304)
(9)冷間圧延ステンレス鋼板(」IS G 4305)
(10)溶融亜鉛‐アルミニウム‐マグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL‐ 0064号 ,0065号 0069号 ,0070号 )

(別添 -6)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)
O

形状

r

h

d

_引にl

O

f

h

d

b=bl+b! a=a+a=、 bib〕 +b= JIユ

wi幅 40以上
h :高 さ  40以上
w+h:幅 と高さの合計 90以上
t:鋼板の厚さ 0.8以上
a:上部ンメの幅 15.8以上
b:下部ツメの幅 14,0以上
c:上部ツメの長さ 4.2以上
d:下部ツメの長さ 4.6以上
e:上部ツメの掛かり高さ4,0以上
f:下部ンメの掛かり高さ4.2以上
上部と下部のツメの総掛かり面積 175mm2以 上[(a× e)十 (b× f)]

・留付間隔 :横方向 外装材の幅による
.高さ方向 500以下

121外装材留金具固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸翌章:φ ■9以上×L32以上

(3)タ ッピンねじ

・材質 :、鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3.0以上XL25以上

Ｏ

ａ

Ｏ

ａ

・留付間隔 :500以下

(別添-7)
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項  目 仕 様

留付材

(つづき)

[3]胴縁固定用 (通気月同縁・下地胴縁)

材料 :(1)又は121のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上×L45以上
(21ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]パネル枠材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 3.05以上×L65以上
(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L65以上

・留付間隔 :800以下

[5]内装材固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)せっこうボー ド用くぎ
・規格 :Л S A 5508

・寸法 :φ 2.34以上×L31.8以上

(2)十宇穴付木ねじ
・新労群:JIS B ll12

・呼び寸法 :φ 3.1以上×L25以上
(3)ド リリングタッピンねじ
。規格 :」IS B l125
。呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

(4)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上
(5)ビス

・材質 :釧又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :200以下

[6]構造用面材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上
(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

。留付間隔 :500以下

(別添 -8)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

171スターター固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :227.5以下

[81中間水切固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ

・材質 i鉄又はステンレス鋼

・寸法 lφ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ッピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×W5以上

・留付間隔 :500以下

[9]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上
(2)、 (片面 。両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)アクリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエテレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

(別添-9)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

(3)アルミニウムはく付き粘着テープ
・材質 il)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ ジプロピレン系
。使用量 i200g/ポ以下

(4)スプレーのり

・材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/∬以下

(5)接着剤
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)エポキシ系樹脂

2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系

4)アクリルウレタン
フ
系樹月旨

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA系樹脂
。使用量 :180g/ピ以下

(6)ステープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上

(7)な し

[10]防水紙・防湿気密フィルム固定用
′

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)ステープル

・材質 i鉄又はステンレス鋼

・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上

(2)(片面 `両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ ツプロピレン系
・使用量 :200g/∬以下
(3)アルミニウムはく付き粘着テープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :200g/∬以下

(4)スプレーのり

・材質 :合成ゴム系樹脂

・使用量 :100g/ポ以下

(5)な し

(別添 -10)

つづく



っづき

項   目 仕 様

シ~ノレ材 材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面・両面)粘着テープ
。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系      ′
2)EPDMゴム系
3)ア クリアレ系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系
。使用量 :■ 5grm以下
(2)アルミニウムはく付き粘着テープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 !115g/m以 下
(3)シール材
・材質 :1)～6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂

｀ 6)変成ンリコーン系樹脂
。使用量 100g/m以 下
(4)軟質ウレタン粘着シール

・材質 ポリクレタン系
。厚さ 5,0以下
・使用量 100g/m以 下
(5)な し

スターター 材料 :(つ～(9)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板(ЛS G 3302)

②塗装溶融亜鉛めっき釦版(ЛS G 3312)

(3)溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板lЛS G 3317)

(41塗柴溶融亜蛤‐5%アルミニウム合金めっき鋼版(ЛS G 3318)

(5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3321)
(6)塗装溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3322)

(7)溶融亜鉛‐アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板(ЛS G 3323)

(8)熱間圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4304)

(9)冷間圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4305)

・厚さ :1.0(± 0.2)以上

・形状 :L-13× 35以上
っづく

(別添―■)



つづき

上下接合部

(壁高さが 3030を

超える場合)

材料 と の併用のいずれか一仕様
(つ中間水切
・材質 :1)～ 9)の うち、いずれか―仕様
1)溶融亜鉛めつき鋼板(ЛS G 3302)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
3)溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼板(ЛS G 3317)
41塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼板(ЛS G 3318)
5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3321)
6)塗装溶融55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼版σIS G 3322)

7)溶融亜鉛‐アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板(ЛS G 3320
8)熱間圧延ステンレス鋼板(」IS′G43041
9)冷問圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4805)
・厚さ :0,3(± 0,05)以上
。見付幅 :30(± 3)以下

(2)シーリング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)アクリルウレタン系樹脂
8)ポリサルファイド系樹脂
4)変成ポリサルファイド系樹脂
5)シリコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 : 以上

項  目 仕 様

(別添 -12)



4.構造説明図

図 1～ 16に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :真壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

500以

‐―、卜、、 シ_ル材
シー

柱

防糧気鶴フィJ

パネル究で

欄

通気閥縁

外畿材留金具

シー ,

ノ(弁、) スターター

パネル縦材

(防水紙・防湿気密フィルム固定用)

(寸法単位 :mm)

来水切

土台

透視図

図 1構造説明図

(別添-13)

義郎価対象外



留付材 外望ξ材

盟喘納〔膀縁回慮用〕

留付材

留付材 (外襲材留金具固定用)

留付材 (外装材曽盗勒 構造用面材

パネル絡材

付材(内装材陶定用)

シー,

(構造用顧,材固定用

'防水紙

ル材

レ枠精固定用)

観付材

水平断面図

鉛直断面図

図 2構造説明図

パネル売てん用
確h鶴材

く欄造用i罰材固定用)

留嶋協(内賞吏材固定用〉

内装材

ツヽネル充てん用断熟材

「方混気蔭クィルム

諄]装目地材 ィザレム

(′

Ｌ

，

＼

、ヽ
ゝ

朦

(別添-14)



(2)構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

シ ー

ブヽネ)

防湿気留フィルム

ブヽネル充て

外幾材雷金具

シ弾

スターター

(寸法単位 :mm)

※水切

※即価対象外

＼土舎

纂礎

留付材 (防水紙・防湿気密フィルム醐定用)

透視図

図 3構造説明図

kゝ
、、
＼

(別添 -15)



留付材(醐織口建用) 外袋材

鸞付材(摘進用画協国定用)

防氷孝氏

内装目地材

水平断面図

鉛直断面図

図 4構造説明図

留付材 (外装常留金典薗定用J

留付材 (外・険材留金輿) 摘適用面材

パオ、ル縦材

シー

ル材

ィザレム ,ぐネル充てん用
断熱材

盟付材錨造用画材1置l定用)

留付材 (向装材薗定用〕

パネル充てん用陰h熱材

防趣気密フイルム

(内装材回定用)

(バネル粋材固定用)

留付材

留付村(閥縁固定用〕

糖造用

留付材(外娘材留金員)

隆

ｉ

＼

く
ヽ
1

醇

(別添-16)



(3)構造用面材 :真壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

う004X

シー

パネ′

(寸法単位 :mm)

来水切

索解価対象外

防湿気轡フ

バネル充てん用

外機材留金具

シ弾

イ

黎土台

スターター

〈防水紙 や防湿気留フイルム囲定用)

透視図

図 5構造説明図

＼

ゝ
　
　
　
　
ゝ

‐
ヽ

(別添 -17)



外嬢材

柱 ―ル材

盟付材(構造用面オオ固定用)

防水紙

留磯鳩 て外襲材盟金奥囲定用)
留付材 (外獲材留金 構造用画材

建廟)

留付材(構造用画材固定用)

r留付材 (向袋材制定用)

肉曇材

パネル売てん用断熱材

ィ,レム

留付材(,(ネリ 内コ義趨地材

瘤付材(開繰圃t用 )

フィルム

水平断面口

γ日`直断面図

図 6構造説明図

パネル究でん用
陶i熱材

留付切

(別添-18)



(4)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

ン…ザ

バネ,

防混気母フィン

,ヾネル売て

外畿材留金興

シール材

スターター

シ ー

(寸法単位 :mm)

韓水切

熱開早価対象外

台

留付材 (防水紙・防湿気密フィルム固定用)

透視図

図 7構造説明図

盤礎

(別添-19)



シール材

タト機材

内袋目す也材

留付材卸織應l定用)

留付材t外襲材望金其)

留付材〔構造用画材饉l定用)

F′与水紙

フィルム

水平断面図

鉛直断面図

図 8構造説明図

留付オオ (外益材留金興固定用)

留付材 (外装材曾金民)

ネヾル小rど材

(構造用画材優l定月)

目́付材(内鎖材団鷲用)

バネル究てん用断耕精

防魂気密フイルム

留付材(′ パネル充てん用
断熱材

腔

ゝ

酵

(別添-20)



(5)構造用面材 :真壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てん+外張り

シー)

パネ,レ縦粋村

防湿気密フィル

パネル売て

構造用

外錢材留金興

シ ー

※

スターター

(防水紐。防湿気響フィルム固定用)

(寸法単位 :mm)

%水切

楽那l両対象外

終補助機

※土台

透視図

図 9構造説明図

(別添-21)



留付材{躙絲固定用)

(パネル枠樹目l定用)

'十

五吏村

留付材(断熱材固定用)

パネル充てん用
断熱材

留イ1材 (構造用画材Ёl定用〕

留付樹(内襲材陵l造用)

向装材

バネル充てん用断熱材

ィザレム

留付村 (外装精留金具固定用)

留付材 (外装村壇金具) 構造用面材

外,長付加断熱材 バネル縦材

シープ

#主 ル材

ド〕装日地4J

水平断面図

鉛直断面図

図 10構造説明図

フ′rルム t内業材画定用)

留付材{用ね嫌I意l窟用)

留付材

留付材(外畿材留金

瞑
ｒ
に
，
■

蹂

(別添-22)



(6)構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てん十外張り

防洩気密フ

バネル充てん用

イ

防本紙

外嬢材留金具

ンー,

パネ,

スターター

(防水紙・防湿気密フィルム固定用)

(寸法単位 imm)

好水切

※評価対象外

N

※補助構

あ土台

透視図

図 ■ 構造説明図

(別添 -23)



il習付材 外叢材

(断熟材J詞定用)

留付材 (外装材留金具碗定用)

宮付材 (外畿材留金典) 補造用画樹

'IB償

付加断熱奉オ バネル縦材

シー

留付材
(精適用画樹固定用)
防水4五

(バネル枠材優l定用)

留付材 (月日織!固定用

'

外孫付加降斤錦材

留付材

留付材(外畿材留金貝)

留苗魂

IIガ ,ブ逆熱爾 ノイ′レム

断魏材

水平断面図

留付材(構造用画格固定用)

留付柑(内袋材回篤用,

内叢材

パネル究てん用鷺貯撫射

Fデ,湿気臀フ、rルム

鉛直断面図

図 12構造説明図

＼

(別添 -24)



(7)構造用面材 :真壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てん十外張り

シー,

シ…

内 ′ヽ(ネ lレ縦粋材

隣湿気密フィル

逓気嗣総

外禁材留金盈

ンール材

＼

パネル糠幹材
スターター

パネ,

(防水卒氏・防湿気密フィルム固定用)

(寸法単位 :mm)

米水切

孝畜甲価対象外

慕構幼桟

好土台

※基礎

透視図

図 13構造説明図

―
―
に
ド
ー

1斧
》▼

(別添-25)



留付材

シ ー

パネ,レ組枠イォ
留付府十(パ素ル粋沐オ回撃用)

防7Jく紙

レ材 内襲村

防組気密
フィルム

バネル充てん周
断錦材

ω柳脳薗定用,

留付材 (外袋材圏金民国定用)

雷付材 (外護材留金具う オ霜進用面材

外B民付加断熟材 バネアレ縦材

山襲自
`也

材

留付樹(嗣 景ヽ固定用)

水平断面図

鉛直断面図

図 14構造説明図

留付材(摘造用画材匿l定士ヨ)

留付材(内装材回定用
'

内畿材

パネルダもてん用断熱紺

防湿気密フィルム

ぼ

，
＼
、

(別添 -26)



(8)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てん十外張り

シー

シ ー

内装材

防湿気密フィルム

バネル充て

外後樹留金鳥

シー,

慈

バネ) スターター

(防水や壷つ防湿気密フィルム麿l定用)

(寸法単位 :mm)

※水切

※評す両対象外

※補助桟

※土台

※基礎

透視図

図 15構造説明図

録静
汁イ

(別添-27)



留付材(断傲朋随l掟用)
留付材(劇律画

適気嗣繰

シール材

パネル縦絆材
懲付ム
'rパ 'ュ

I′趣Ⅲオ固韓簡ヽ

留付材(躙織固定用)

M付材

欄造用

留付材 (外装材'翻金具固定用)

留付材{外雄菱材留金其,

留付材
〈構造用画材的定鴬)

「倉水紙

フィルム

水平断面口

鉛直断面図

図 16構造説明図

留付材 (外袋卒4留釜具固定用)

留付本ぢ (外接材留金臭) l常適用画材

外張付加断熱材 バネル縦村
′(素 ル卒 イ ム′口

断熱材

留付419薇遭用画材固定用)

留付材(内装材固定用)

内裟材

ん用断熱材

防湿気響フイルム

肉盤 日士
`し

なナ 日日ヽ

(別添 -28)



5.施正方法等
<施工図>
図 17～27に施工図を示す。

バネサ
フィルム

随氷e晨

(寸法単位 imm)

(外機樹留森具〕

留付刺

氷平断面図

バネル発てん翔断螂材

米軒倫

ぺ天丼おむ

パネル禿てん用断莞嶺材

ィルム

バネザレ根枠紺

え(床

米床下i也材

スターター

券土台

鉛直断面図

充てん断熱のみの施工例

図 17 施工図

(別添-29)

″趣襲 業零Fl面対熱外



(寸法単位 :mm)

フィァレム

防ガぐ諄丘

留付材

水平断面図

バネル売て/ヽ/翔断絲朝

※天丼納

バネル九てん,ll断縮材

ィザレム

(ネル機粋オオ

単床挙地精

共軒補

〉
/、 1荘

スターター

y

栄歳台

>儀磯

鉛F麓断面図

充てん+外張り断熱の施工例

図 18 施工図

(別添-30)

′く評価対象外



<パネル図>

′ヽユ″

パネル充て
常脂熱衛

(寸法単位 :mm)

1)柱間隔500以下

‖

2)柱闘鰯500超

バ章、ルl羹芹鞘 バ:ヤェル奪説構朗

パネルれてん用斯熱材

バネル駆朝

パネル充てん用
断熱材

下

梢遺漏面務

パネル売てん隔断撚縮

パネル縦祥五撚 パネル縦枠材 バ幸、プ♭ね霊剖

図 19 施工図

(別添-31)



(寸法単位 :mm)

3)機翻縦涌4000超

″くネヂレ絡惨材

相遊用

パネ

パ家,

パネlレ充てん用
鶴熱樹

rヽ熟Jケ縦材
鰯遵翻爾材嬢季郎労

'

1よ05以下

守穏運鋤湘爾械 パネル縦補 l撫輸凧顧材盤手部分〉

パネlレ縦粋|オ バネl,織材 バネル宛てん用断熱4】

図 20 施工図

(別添 -32)



(寸法単位 :mm)

4)柱間H届 1500超

パネル横枠材

欄送踊爾材

13勇叡下

パ募ルが必モ材(糧造翔籐村絵挙)

パ熟Jレ繊粋絨 vミネ′レ繊補 パネル充てん用鮭斥熱秘

図 21 施工図

バ岸、ル盤材
(犠造帰函材態手卸分)

バネジlフ売て

断熱材

(別添-33)



留付材(パネル縦材・縦枠樹・糠粋材!副定用)の固定方法と
パネル縦材・縦粋材の欠き込みによる斯熱材固定方法

A部

く寸法単l宝 :範 mウ

パネル機蜂材

ブヽネよ♭学ど幹0 ネヽt晩靖 JⅢ幕力売ぞれ簾

断器赫

断熱パ身、ル断面鉾細図

(パネ,炒  材 `縦材の災き込みによる新熱材固定方法)

デ

パネル充て
断熱材

ネヽル盤棒材 4検枠籍瞬定翔)

図 22 施工図

A部鉾細劇

(別添 -34)



<外張付加断熱材の納まり例① :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

ブtネ )

透視図

爾材

鉢彊付加断燃朽

留持穂観偉団窟廟

強

稼J韓モ断躊構回造帰,

i胴 椰珂 建需ナ

外貧袴

外幾材

鉛歯断面図

ん癬
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<外張付加断熱材の納まり例② i外張付加断熱材厚さ 105mm以下>
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<外張付力日断熱材の納まり例③ :外張付加断熱材厚さ 105mmを超えて 210mm以下>
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<外張付加断熱材の納まり例④ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて210mm以下>
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<上下接合部の納まり例 :壁高さが 3030mmを超える場合>
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<施工手順>
(1)下地組等

(a)又は(b)のいずれか一仕様とする。

(a)

①柱は、反り曲がりのないものを使用し、垂直に取り付ける。

②パネル縦材、縦枠材、横枠材の取付け
パネル枠材固定用留付材を用いて柱、土台等に取り付ける。

③構造用面材の取付け

柱、縦材、縦枠材等の上に構造用面材用留付材を用いて取り付ける。   I
④断熱材の取付け
パネル充てん用断熱材は隙間が生じないように、パネル縦材、縦枠材、横枠材間等に充て

んする。

外張付加断熱材を施工する場合は、構造用面材の上に断熱材仮固定用留付材を用いて,隙
間が生じないように取り付ける。

外張付加断熱材の厚さが 105mmを超える場合、下地胴縁等を用いて外装材支持力が低下
しない処置を施す。

外張付加断熱材を施工する場合は、下地胴縁及び通気胴縁固定用留付材の埋め込み深さを
40mm以■とする。

lb)

①工場にて、パネル縦材、縦枠材、横枠材と構造用面材、断熱材を組み合わせパネル化する。
この際、縦材、縦枠材、横枠材同士はパネル枠材固定用留付材、構造用面材は構造用面材用

留付材で、パネル充てん用断熱材は断熱材仮固定用留付材で、留め付ける。

②壁パネルを、柱・梁・土台問等にはめ込み、パネル枠材固定用留付材で留め付ける。

(2)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取り付ける。

(3)シール材を貼る場合       ,
断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(4)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(5)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(6)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(7)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱、縦材、縦枠材等に取り付ける。
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